浜さんを迎え｢フッ素の害｣を学ぶ

守山市でフッ素洗口について学習会

　３月３日（土）の午後から、滋賀県守山市で「フッ素洗口についての学習会」を行いました。講師に医薬ビジランスセンターの浜六郎さんに来ていただきました。

　講演の内容は私のメモから起こすより、浜さんを呼んで実際にお話を聞かれるのがいいかと思います。ここでは、学習会の事前の動きと、当日のやりとりを報告します。

　まず、この学習会の目標に、私たち（フッ素洗口を考える親の会）のメンバーや教職員組合の仲間だけでなく、違う立場の人に多く集まってもらうことがありました。特に保、幼、小の保護者に一人でも多く来て欲しいと思っていました。そこでビラ配布を行いました。まず、５千枚は新聞折込みで配布し、約１千枚は自分たちでポスティングをしたり市民運動のネットワークを使って配布しました。結果、当日私たちの知り合いが約半分、残り半分が新しい顔ぶれでした。新聞社にもアピールしましたが、残念ながら一社も取り上げられませんでした。

　また、この学習会の直前の２月２８日に守山市から「フッ化物洗口の中止について」という文書が市内全小学校で配られました。子どもが「いつもより味が濃い」と訴えたためです。（別記参照）この文書には矛盾があり、今後の交渉でつめていく必要がありますが、私たちの学習会の直前にこんなことが起こるとは…。この文書配布の影響で無関心層が関心を持って参加してくれたら、と思いました。

　次に、当日の講演の後のやりとりですが、下記のような質問や意見が出ました。（要約）

参加者：歯科医は浜さんが言われたようなフッ素の害を知りながら、洗口を勧めているのでしょうか。

浜さん：害をまったく知らないで、いいものと信じきっている歯科医師が多くいます。中には知ってする人もいます。

参加者：市が配る「フッ素のしおり」には「害の起こる心配はない」とありますが、浜さんのお話との違いに不安になります。

参加者：フッ素のしおりに「身近にあるフッ素」として「海草やお茶などの日常的な食べ物に含まれている」とありますが、そのような食べ物は食べない方がいいのでしょうか。

浜さん：自然界にある食物からフッ素を取り除いて食べることは不可能です。普通に食べればいいと思います。あえてフッ素だけを取り出して特別に体内に入れる必要はありません。

参加者：市販の歯磨き粉はほとんどがフッ素入りだと思いますが、それも害になるのでしょうか。どうすればいいのでしょう。

浜さん：歯磨き粉を使う必要性はありません。何もつけないでブラッシングだけで十分効果があります。

参加者：守山市で導入されて１０年になります。導入されてから、やめさせるのは非常に難しいのですが、どのような方法があるのでしょうか。

浜さん：導入されてからやめさせるのは非常に難しいですが、一つの方法として議員と連携するとか、みなさんの中から議員を作り出すとかして、議会からの働きかけがいいのではないかと思います。

　学習会の終了後、ある学校の養護教員が、「１０年前、私たちが反対しているのにも関わらず、８０２０推進会議で決まったことだから、と強引に押し切られて学校に導入されました。推進派の歯科医師は『安全性はすでに確認されている！』とこちらの意見を聞く姿勢がありません。また、『こんなにいいモノをなぜ学校でもっと積極的に取り組まないのか』と言われたりもします。私たちは、学校現場で安全性の疑わしきものは導入したくありません。でも、歯科医師に反対意見が言える状況ではありません。どうにかなりませんか…」と訴えられました。

　今後の取り組みとして、守山市のすこやか生活課と学校教育課に対して交渉を粘り強く行うことと、浜さんとのやりとりにもありましたが、私たちの仲間から議員を生み出したいと考えています。（ちょうど今年の９月に市議会選挙があります。）

一旦導入されたものを覆すのは本当に難しいのですが、当面の私たちの目標は実施率を半分以下にすることです。そのために、交渉、ビラ配布や学習会などを地道に行ない、多くの保護者や市民にフッ素洗口の問題点をアピールするしなかいと考えています。

（文責；伊藤満明）
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